
　

　　　　　　

「すごい！学校創造部会」 高木 雅子（神戸小学校長）

部会では主に、教育ビジョンや教育課程について話合いを進めています。３校の伝統文化を受け継ぎなが

ら未来を創造し、「すごい！」と思わず言いたくなるような学校づくりをめざしていきたいと思います。

栗本保夫委員長あいさつ

各部会長より一言

「教育環境整備部会」 上田 光徳（美和小学校ＰＴＡ会長）

教育環境部会では、校舎の増改築やグラウンド整備、学校名・校章などの検討を中心に行います。子ども達

が安心して学び夢を育むことができる学校づくりを目指します。保護者・地域の皆さんのご協力お願いします。

「江山の宝応援部会」 山本 賢璋（神戸小学校ＰＴＡ会長）

この部会は主に、地域の方への情報発信です。3地区の伝統や文化、そして地域の皆様からのご意見を

反映したいと思います。お聞きしたいことやご意見をお持ちの方は近くの準備委員会役員にお知らせ下さい。

平成29年9月に鳥取市へ小中一貫校設立の要望書を提出し、協議検討した結果、平成30年7月に江山中

学校、神戸小学校及び美和小学校を統合した義務教育学校（小中一貫教育校）を平成32年4月に開設する

ことが決定されましたことは、皆様にお知らせしたとおりです。

これを受けて、本年の8月に『江山地区義務教育学校設立準備委員会』を立上げました。

要望書にも記載している、「学力の向上を含め、自分の考えや思いを伝えられる力や誰とでも関わることが

できるコミュニケーション能力の高い子どもを育成する」にはどのような学校であることが望ましいのかを、地

域の皆様と共に実現に向けて協議していきたいと願います。



　

　　　　　　

義務教育学校とは？・？・？

�ここがポイント！
①平成２８年４月に制度化された新しい学校。 （イメージは小学校＋中学校）

②１つの学校なので、もちろん校長は１人。職員の組織も１つ。

③学年は１年生から９年生までの９学年。（中１、中２、中３とは呼ばない）

④義務教育９年間の学校教育目標を設定する。

⑤「めざす子ども像」は、１５歳（９年生）の姿

⑥特色のある教育課程を編成することができる。

（例）新しい教科をつくることができる。

学習の内容を入れ替えることができる。

学年段階の区切りを自由に設定できる。（６・３制以外にできる） など

県内初の小中一貫校（現在の小中一貫型小学校・中学校）が鳥取市に誕生したのは平成２０年

で、今の湖南学園です。この後、福部未来学園も小中一貫校となりました。小中一貫校と言っても

当初はあくまで小学校と中学校は別々の学校でした。

このような小中一貫校は不登校やいじめ等が顕在化していく社会状況もあり県内だけでなく、全

国的に広がりを見せ、国は小中一貫校を制度化し、上の表にあるように２つの学校を定めました。

江山地区では、「義務教育学校」をめざし、本委員会において、どのような教育を行うのか、具体

的な教育課程をどう編成するのかなど、新しい義務教育学校の土台となるところを検討していきま

す。

１人の校長の下、１つの教職員組織が置かれ、義務教育の
９年間の学校教育目標を設定し、９年間の系統性を確保した
教育課程を編成・実施する新しい種類の学校
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